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ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

【春の全国火災予防運動が始まります】

　期間中、六日市分遣所及び柿木分遣所において、防火パレード、立入検査並びに消防団との防ぎょ

訓練などを実施します。

　これから春先にかけて空気が乾燥し、火災の起こりやすい気象条件となります。

　火災は、ちょっとした気のゆるみや不注意から発生します。益田広域管内でも、刈草の焼却か

ら燃え広がる火災が発生していますので、十分な注意が必要です。水バケツなど、すぐに消火で

きるものを近くに準備しておきましょう。刈草の焼却などを実施するときには、事前に分遣所へ

届出をお願いします。

　（※ゴミや産業廃棄物の焼却は禁止されています。）

令和６年３月１日【金】～ 令和６年３月７日【木】

「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」
　　を統一標語のもと、春の火災予防運動が全国一斉に実施されます。

ものがなぜ燃えるのか？

　ものが燃えるためには３つの条件があります。

①可燃物 (燃えるもの )　②酸素　③熱　以上の 3つです。

１つ目は草や木材、紙など燃えるもののことです。

２つ目は燃えるのに必要な酸素のことです。風が吹くと新鮮な空気 ( 酸素 ) が流れるため強

く燃えます。

３つ目はライターやマッチの火など燃やすことのできる熱のことです。

この３つの条件がそろうことでものが燃えます。

ですので、風が強かったり乾燥していたり、ストーブなどの火気の使用をしている場合は火

事の危険性が高く、広がりやすいため、火気の使用には十分気を付けてください。

消火器について

　消火器はものが燃える３つの条件を取り払うも

のです。

　粉をかけることで空気に触れないようにします。

　天井に届くほどの大きな火は消せないので、そ

れを目安に使用してください。

　大きな火はとても危険ですので消火器を使用せ

ずにすぐに避難して下さい。

火災・救急・救助は１１９番

六日市分遣所　☎　７７‐０１６２

柿木分遣所　　☎　７９‐２２０１

益田広域消防本部ホームページ

ＵＲＬ　http://www.fd-masuda.net/
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よしか お知らせ

令和６年吉賀町消防出初式

　新春の吉賀町消防出初式が町民六日市体育館を会場に１月７日（日）に挙行されました。

　午前８時２０分、消防団員１２７名、消防車両１９台が集合し、団行事を行い、訓練は通常点

検が行われました。

　また、午前１０時から、島根県知事代理様をはじめ町内外から来賓の皆様のご臨席を賜り式典

が挙行されました。消防管理者の式辞、各種表彰の披露・伝達の後、ご来賓各位のご挨拶等が行

われました。また昨年発生した建物火災において初期消火によって大火を防いでいただいた方に

も感謝状伝達を行いました。

　最後に恒例の一斉放水がおこなわれ、団員の士気を高めました。

　なお、表彰等を受けられた方は、次のとおりです。（敬称、階級は省略させていただきます。）

◎吉賀町長表彰（Ｒ６．１．７付）

　●勤続章　　　　　　　　　　　　●表彰章　　　　　　　　　　　　　◎吉賀町長感謝状

　第一分団二部　河口　貴哉　　　　本部分団　　　田村　真由美　　　　實吉　稔　　　様

　第三分団　　　坂下　恭一　　　　第二分団三部　松浦　克弥　　　　　宮本　フクコ　様

　第五分団三部　澄川　洋平　　　　第四分団二部　米田　光輝　　　　　中村　真紀　　様

　第五分団三部　松本　直彦　　　　第五分団三部　坂田　玄　　　　　　森下　多美子　様

　第七分団　　　赤松　心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三河　百合絵　様

　第八分団　　　田渕　晋平　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池田　真由美　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀田　光子　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原　用子　　様　

◎初期消火活動に対する感謝状

　一ノ谷　信博　様

　田中　喜美子　様
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　昭和２４年１月２６日に、国宝の奈良法隆寺の金堂壁画が火災により消失しました。この日を忘

れないために昭和３０年から毎年１月２６日が、「文化財防火デー」に定められました。そして、

この日を中心として文化財を火災、震災その他の災害から守るため、全国的に文化財防火運動が展

開され、文化財に対する意識の高揚が図られています。

　吉賀町では、１月２１日（日）に国の重要文化財である注連川の「旧道面家住宅」において防火

訓練を実施しました。

　改修工事で２年間実施していなかった「旧道面家住宅」での防火

訓練は、住宅管理者、消防団、六日市分遣所など３０名あまりが参

加し、初期消火訓練、火災通報訓練、放水訓練などが実施されました。

　吉賀町にはこのほかにもたくさんの文化財があります。これら地

域の宝を、住民の貴重な共有財産として一人ひとりが認識し、大切

に守り後世に残していきましょう。

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

文化財をみんなで守ろう！

～第７０回文化財防火デー防火訓練実施～

能登半島地震に対する職員派遣

　令和６年能登半島地震により被災した自治体の復旧・復興を支援するため、本町からの職員派遣

を決定し、出発を前にした２月２日、激励を行いました。

　この派遣は、島根県と県内市町村の合同チームを編成し、１月２０日から１週間交代で支援に当

たるものです。本町から派遣する職員は、吉川健児主任（産業課）で、

第６班（２月１３日～１９日）の一員として支援活動に従事します。

主な業務は、石川県金沢市での住家の被害認定調査が予定されて

います。

　激励会では、岩本町長から「被災者に寄り添った支援を行って

きてほしい」との言葉が贈られ、吉川主任は「被災された地域の

皆さんのために頑張りたい」と決意を述べました。

「しまねふるさとフェア２０２４」が開催されました

　１月２０日（土）～２１日（日）の２日間、広島市のグリー

ンアリーナ及びゲートパーク周辺で、「しまねふるさとフェア

２０２４」が開催されました。

　屋内では地元物産を販売し、屋外では十割そばや焼きおにぎ

り、イノシシ汁などを販売しました。

　２１日に行われたお国自慢のＰＲコーナーでは、吉賀町・津

和野町・益田市のゆるキャラたちと一緒に紹介を行い、来場者

に高津川流域のＰＲを行いました。

　今年の「しまねふるさとフェア２０２４」は不安定な天候の

中での開催となりましたが、２日間でおよそ１５万人を超える

人が訪れ、「しまねならではの味や懐かしさ」を堪能した来場

客でにぎわいました。
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産業課からのお知らせ

軽油引取税の免税制度について

　軽油の購入時の価格には、１リットルにつき３２.１円の軽油引取税が含まれています。

この軽油引取税が、一定の要件のもとに免除されている軽油のことを免税軽油といいます。

　なお、この取り扱いは令和６年３月３１日までに行われる引き取りに限る特例ですが、

地方税法等の改正により令和６年４月１日以降も延長となる見込みです。

１ 免税の要件

　免税の適用を受けるためには、次の要件に該当していることが必要です。

①法令で定める免税の対象事業を営んでいること。

②法令で定める免税の用途に軽油が使用されること。

対象となる事業の例 対象となる用途の概要

農業又は林業

　当該業務に使用する機械で動力耕うん機、

　製材機などの一定の機械の動力源
農作業のすべてを受託した者

素材生産業

２ 免税の手続き

　免税軽油を使用するためには、あらかじめ軽油を免税の用途に使用する者であることに

ついて、県の認定を受けておく必要があります。

　認定後「免税証」の交付を受け、免税証と引き換えに軽油を免税価格で購入することが

できます。

　新規に申請される方は、最寄りの県民センターにお問い合わせください。

　【お問い合わせ先】

　島根県西部県民センター　法人 ・ 軽油課税課

　( 浜田市片庭町 254）

　　　　電話 0855-29-5736
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吉賀町社会教育委員の会　お問い合わせ：吉賀町教育委員会　担当：坂田、村上

ＴＥＬ：０８５６－７７－１２８５　Email：kyoiku@town.yoshika.lg.jp
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大谷翔平選手からグローブの寄贈がありました

　令和６年１月１６日に、町内の小学校宛に大谷翔平選手からグローブが届きました。

　各校へ右利き用２つ、左利き用１つのグローブが寄贈され、大谷翔平選手よ

り「私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシ

ンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を

送る機会を与えてくれたスポーツだからです。」とメッセージが書かれた手紙も

添えられていました。

　吉賀高校では、自分のやってみたいこと・興味があることと、地域に必要とされていることを掛け合

わせたプロジェクトを実施する「アントレプレナーシップ教育」を取り入れています。２月号では校内

発表会の様子についてお伝えしましたが、３月号では生徒の活動の様子について紹介します。

　２年生のあるグループは「子どもたちの交流の場を作ろう！」をテーマに活

動してきました。吉賀町内にある違う保育園に通う園児同士が遊んで交流する

場を作ろうと、７月から各保育園の先生方と打ち合わせを重ねてきました。最

終的に、自分たちが考えた交流の機会を作ることができました。

　１年生のあるグループは、吉賀町内で開催されている地域食堂とのコラボを

実施しています。１２月に七日市地区で開催されている『なないろ食堂』に参

加したことに続き、1 月は柿木地区で開催されている『ぐるぐる食堂』へお手

伝いに行きました。自分たちが考えた企画を地域の方に提案するときは緊張し

たと思いますが、いい経験になったと思います。

　今年度も、多方面で吉高生の活動にお力添えいただきありがとうございまし

た。引き続き、変わらぬご支援をよろしくお願いします。

いよいよ大詰め！吉高のアントレプレナーシップ教育吉高賀校支援室だより

令和５年度　明るい選挙啓発ポスターコンクール　佳作

　毎年、明るい選挙推進協議会が開催する、『明るい選挙啓発ポスターコンクール』において、六日市中

学校２年・澄川由呼さんの作品が『島根県明るい選挙推進協議会　佳作』を受賞されました。

　明るい選挙啓発ポスターコンクールは、公益財団法人 明るい選挙推進協会や都道府県選挙管理委員会

連合会等が主催する「明るく・正しい選挙」の啓発のためのポスターコンクールで、

今年度は、全国の小・中学校及び高校から１０６，３４２人

の応募があり島根県内では８６８作品が応募されました。

　澄川さんの作品は、第２次審査（島根県審査）において佳

作（全県で２３名が受賞）に選ばれ、１月２３日（火）に吉

賀町選挙管理委員会委員長が澄川さんへ賞状と副賞を伝達し

ました。

　学校では主に休み時間や体育の授業で使用しており、使った児童から

は「軽くて使いやすい」、「柔らかいからボールが取りやすい」といった

声も聞かれ、楽しそうにキャッチボールを行っています。　

　大谷選手、ありがとうございました。今後の益々のご活躍をお祈りし

ております。

【澄川さんの作品】

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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浄化槽設置困難箇所の解消に向けた対策ついて

　合併浄化槽を設置したくても、近くに適切な放流先がないため設置できない、いわゆる設置困

難箇所の解消に向け、次に紹介する二つの事業を令和６年度から実施していくことといたしまし

た。

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

①個人を対象にした排水管設置費助成事業について

②吉賀町の直営工事による排水管設置事業について

　１００ｍを超えて適切な放流先の確保が困難な地域への対

応については、対象地域に公的な道（町道、農道、林道、里道）

が存在する場合は、吉賀町の直営による排水管設置工事を実

施する。また、民地であっても利害関係者の承諾が得られれ

ば予算の範囲内において工事を実施する。この場合の条件と

しては次のとおり。

①要望する地域の戸数が概ね５戸以上存在し、浄化槽設置希

望者が３年以内に２戸以上あること。また、今後その他の住

宅においても接続の可能性があるもの。

②放流先において利害関係者の承諾が得られるもの。

③排水管埋設箇所が民地である場合、地権者等の承諾が得られるもの。承諾は設置希望者におい

て得るものとする。（県の許可が必要な場合は町が申請を行う）

④民地へ埋設する場合、補償はしない。

⑤設置後における排水管の維持管理は利用関係者で行う。（町は行わない）

⑥当該排水管へは各自で接続する。（要件を満していれば設置補助の使用可）

問合せ先

吉賀町役場建設水道課

ＴＥｌ ： ７９－２２１２
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～水道手続きのお忘れはありませんか？～

　３月～４月は出会いと別れの多い季節。必然的に水道のご契約に関するご質問も多くなります。

　今回は「水道をやめたい」と思った方からのお問合せでよく頂く、「停止届と廃止届のどちらを

使うのか」というご質問にお答えします。

　空き家の管理や相続をすることになった方もご一読ください。

～料金の基本～

　吉賀町では、水道メーターを設置している間は水道料金が発生します。

　これは空き家でも例外ではありません。使用者が不在の場合は所有者へ請求が行きます。例えば、

アパートや借家などの賃貸物件に入居者がいない場合は、大家さんや管理会社などへ請求が行く

ことになります。

～水道をやめるとき～

　一口に「水道をやめる」と言っても実態は様々です。アパートの退去、空き家の解体、山水や

井戸に戻すなど。お手続きの際は、料金の基本を踏まえた上で、手続きのポイントになるのは「手

続き後にそこの水道メーターは残るのかどうか」です。

　お間違えの無いようにお手続きをお願いします。

停止届と廃止届の違い早見表

項目名 停止届 廃止届

提出できる方 水道の使用者 水道の所有者

水道メーター 残ります 無くなります

手続き後の水道のご使用
使えます

（使用者は所有者になります）
使えなくなります

料金

届を受取後、検針を行います
水道メーターを撤去し、水量を

確認して清算します

届の提出後は所有者へ請求します
清算後は所有者への請求も無く

なります

どういうときに提出する？
アパートや借家を退去し、料金の

請求を所有者へ戻すとき

そこの水道を今後一切使用しな

い時

～あとから「やっぱりまた使いたい」～

　廃止後（水道メーター撤去後）に水道メーターを再度設置する場合は分担金を頂いております。

　分担金は一番小さいメーターでも４７,０００円（税込）必要になります。

上下水道コラム
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飼い主のいない猫（野良猫）への餌やりについて

〇野良猫に餌を与えると…

　お腹を空かせた野良猫がいたら餌を与えたいという気持ちはわかります。しかし、野良猫のため

を思って餌を与えることが、結果として不幸な野良猫を増やしてしまうことにつながります。また、

餌を与えている野良猫がご近所の敷地で排泄するなど、ご近所の迷惑となっているかもしれません。

ご近所とのトラブル・苦情

・猫が繁殖して増えることにより、縄張り

　争いが起こり、怪我をする猫が増える。

・猫同士の接触や喧嘩を通じて、猫白血病

　などの感染症が流行しやすくなる。

・メス猫の場合、妊娠・出産を繰り返すこ

　とで母体に負担がかかる。

猫に与える影響

・庭の花壇にフンをされて困っている。

・大切にしている愛車を爪で傷つけられた。

・倉庫内で野良猫が子どもを産んだので引き

　取ってほしい。

・置き餌にハエが寄ってくるため不衛生に感

　じる。

〇猫に餌を与えるときに守るべきルール

①置き餌をしない

　餌を求めて他の地域から猫が入ってくる、カラスが寄ってくる、

ゴキブリやハエを発生させるなどの問題が生じます。

②排泄場所を用意する

　餌を与えている猫がご近所の敷地で排泄するとトラブルになるため、

ご自身の敷地内に猫トイレを用意してください。

③不妊去勢手術を行う

　野良猫がかわいそうと思うのであれば、これ以上野良猫を増やさないようにするために、

不妊去勢手術を行ってください。

環境情報

益田税務署からのお知らせ

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

３月は自死対策強化月間

町民一人ひとりがかけがえのない「いのち」の大切さを考え、

共に支えあう町をめざしましょう

　全国の自死者は、平成１０年以降１４年連

続して３万人を超える状態が続いていました。

国をあげて自死対策が総合的に推進され自死

者は徐々に減少し、令和に入り２万人前後を

推移しています。

　益田圏域（右グラフ）でも同じ傾向にあり、

吉賀町では年間０～４人の自死が見られてい

ます。

「個人の問題」とされがちであった自死は広く

「社会の問題」と認識されるようになりました。 　　　　　【資料：人口動態統計をもとに益田保健所作成】

　自死はその多くが追い込まれた末の死であり、自死の背景には様々な社会的要因があることが知

られています。

　*「自殺」という言葉については、亡くなられた方や遺族、未遂者などの尊厳を傷つけることが

あるという指摘があり、近年、「自死」という言葉が多くの場面で使われています。島根県や吉賀

町でも行政の用語としては、「自死」という言葉を使うことにしています。ただし、例外として法

律の名称や統計用語については「自殺」という語を使用します。

こころは、お元気ですか？　　ストレスとは、刺激に対する反応です。

「良いストレス」…自分をふるい立たせたり、元気にしてくれる。

「悪いストレス」…自分のからだやこころが苦しくなったり、やる気をなくしたり、日常生活

　　　　　　　　 をおくる上で困る症状をひきおこす。

ひとりで抱え込んでいませんか？？

　最近ストレスなどへの対処で注目されているのが、「援助希求行動」～

助けを求める能力です。が、誰かに助けを求めたり悩みを相談することに対して、抵抗感を

感じる人は少なくありません。

　助けを求める事ができ、お互いに助け合える社会はみんなが生きやすい社会です。

　そのような社会を築くためにも、まず自分の悩みを相談してみましょう。

いのちのＳＯＳが聴こえますか？

　身近な人の変化に気づくために・・・こんな様子が見られたら気をつけて！！

　うつの症状が見られる。（気分が沈む。自分を責める。仕事の能率が落ちる。決断できない。

不眠が続く。）原因不明の身体症状が続く。安全や健康が保てない。酒量が増す。仕事の負担

が急に増える。大きな失敗をする。職場や家庭でサポートが受けられない。本人にとって価

値のあるものを失う。重症の病気にかかる。自死を口にする。自死未遂に及ぶ。

　私たちが出来る事

　悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、温かく寄り添い見

守りましょう。声をかけてもらって、「ひとりきりでない」と思えることで、気持ちが軽くな

れる事があります。不眠や食欲低下、気分の落ち込みなどの症状は、治療でよくなることも

伝えましょう。
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女性の健康習慣健康コーナー

保健だより
健康・食育・予防

　毎年３月１日～３月８日は「女性の健康週間」です。女性が生涯を通じて、健康で明るく、

充実した日々を過ごすことを総合的に支援するために創設されました。

　男性と女性では、身体の悩みが異なります。男女が互いに心地よく生活していくためには、

まずはそれぞれの特有の悩みを正しく知ることが大切です。

○女性の悩みは、ライフステージによって大きく変化します

　女性の身体は、生涯を通じて女性ホルモンの影響を受け、大きく変化します。個人差が大き

いことも特徴のひとつです。

例）思春期～４０代前半頃：月経痛、月経前症候群、子宮内膜症、子宮筋腫　など

　　２０～４０代：妊娠・出産期の心身の変化、不妊などの悩み　など

　　５０歳前後：ほてり、冷え、動悸、不眠、うつといった更年期障害の症状　など

○婦人科は、女性の健康を支える診療科です

　婦人科は、幅広い女性特有の悩みに対応しています。気になる症状がある場合は、我慢せず、

まずは相談してみましょう。

　町内では、“きくつぎ助産院”でも女性の健康について相談できます。

○更年期障害は、男性にもみられることがあります

　男性ホルモンの減少により、集中力の低下、筋力低下、不眠など、様々な症状があらわれる

ことがあります。気になることがある場合は、主には泌尿器科や内科、症状によっては精神科

などへ相談してみましょう。

【参考文献】厚生労働省「女性の健康週間」特設ホームページ

　　　きくつぎ助産院

　　場　　所：吉賀町広石 188-2

　　営業時間：平日 10 時～ 15 時

　　連 絡 先：090-2494-3715
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー
食

育

「私たちの健康は私たちの手で」

仕事、子育て、家事、介護などで毎日忙しく、

『あなたの健康』が後回しになっていませんか？

働き盛り世代の健康づくりは、なぜ大切なの？

・島根県は全国と比べて男性の健康寿命が下位となっています。

・青壮年期はがん、脳卒中による死亡が多くなっています。

・働き盛り世代は、家庭を持つ人も多く大切な人がいたり、社会を支える重要な存在でもあります。

・働き盛り世代の生活背景の課題として『食塩摂取量が全国平均より多い』『歩数が全国平均以下』

『野菜摂取量が国の目標値以下』があげられます。

　今の生活だけでなく、将来の健康な生活のために出来る事からやってみませんか？

今日から始めることができる健康づくりのポイント

生活の中に運動を取り入れる

・ラジオ体操、テレビの体操など簡単な体操から始めてみましょう

早寝早起き朝ごはん

～大人の夜型生活に子どもを巻き込んでいませんか？～

・健康で元気に過ごすために、早寝早起き朝ごはんを心がけましょう

・朝食を食べると体も目覚めて、集中力アップや仕事の効率にもつながります

減塩と野菜摂取について

　　・しょう油は「かける」よりも「小皿にとってつける」ようにしましょう　

　　・野菜に含まれるカリウムが塩分を体外に出す働きを持つため、減塩効果を高めます　

　　・野菜を毎食食べましょう ( 理想は１日３５０ｇ )　　

お浸し　具沢山味噌汁　　野菜サラダ　　ひじき煮物　　野菜炒め

≪小鉢 ( 野菜 70g) ×　5皿　＝　野菜 350g ≫

吉賀町食生活改善推進協議会
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穏
や
か
に
新
年
を
迎
え
た
矢
先
の

元
日
午
後
４
時
過
ぎ
、
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
地
震
は
、
石
川
県
能
登
地
方
を
中

心
に
震
度
７
の
揺
れ
を
観
測
す
る
大

き
な
地
震
で
、
地
元
住
民
の
皆
様
、

帰
省
中
の
皆
様
、
ま
た
、
観
光
で
現

地
を
訪
れ
て
い
た
皆
様
な
ど
本
当
に

多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
日
２
日
夕
刻
に
は
、
羽
田

空
港
滑
走
路
に
於
い
て
航
空
機
衝
突

事
故
も
発
生
し
、
世
界
屈
指
の
安
全

運
航
を
誇
る
日
本
国
内
で
、
こ
の
よ

う
な
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
自
体
に

大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
惨
事
に
遭
遇
さ
れ

た
全
て
の
皆
様
に
対
し
、
改
め
て
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
不

運
に
も
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
多
く
の

皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
、

並
び
に
早
期
の
事
故
原
因
究
明
と
更
な

る
安
全
運
航
管
理
の
徹
底
を
望
む
と
こ

ろ
で
す
。

　

さ
て
、
吉
賀
町
で
は
、
既
に
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
町
広

報
お
知
ら
せ
版
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し

て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
期
間
は
、
３
月
15
日
迄
で
、

役
場
本
庁
舎
・
分
庁
舎
、
町
内
各
公
民

館
に
そ
れ
ぞ
れ
募
金
箱
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
募
金
頂
き
ま
し
た
義
援
金
に

つ
い
て
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
送
金
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
心
温
ま
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
災
害
か
ら
町
民

の
皆
様
の
命
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
自
助
・
共

助
・
公
助
が
有
効
に
機
能
し
、
地
域
の

防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
安
全

　

近
年
、
全
国
各
地
で
異
常
気
象
な

ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
生
命
財
産

を
脅
か
す
災
害
が
多
数
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
な
ど
で
は
、「
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
無
い
甚
大
で
未
曾
有
の

自
然
災
害
が
発
生
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
を
見
聞
き
す
る
機
会
が
本
当
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
、
こ

の
よ
う
な
状
況
が
普
通
に
な
っ
て
き

た
と
言
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
今

や
大
規
模
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発

生
す
る
か
予
測
不
能
な
状
況
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
災
害
に
対
す
る
常
日

頃
か
ら
の
心
構
え
が
、
よ
り
一
層
重

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
明
け
早
々
に
発
生
し
た
大
惨
事

か
ら
、
改
め
て
、
安
全
安
心
の
町
づ

く
り
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.72

岩本一巳

安
全
安
心
の
町
づ
く
り
に

向
け
て

【昨年開催した防災訓練の様子
(柿木地区 )】

【
町
が
設
置
し
た
義
援
金
箱

(

役
場
本
庁
舎)

】

町長コラム

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

は
、
住
民
生
活
の
根
幹
を
成
す
も
の
で

あ
り
、
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
責

務
で
あ
り
ま
す
。
行
政
と
致
し
ま
し
て

も
引
き
続
き
、
危
険
箇
所
対
策
や
消
防

資
機
材
の
充
実
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
や
活
動
費
助
成
、
さ
ら
に
消
防
団

員
の
充
足
率
の
向
上
な
ど
ソ
フ
ト
面
で

の
支
援
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら
体
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
達
に
出
来
る
こ

と
を
身
に
つ
け
て
頂
く
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
、
防
災
訓
練
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
も
開
催
に
向
け
て
準
備

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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焚
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え
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別
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サ
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高
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村
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桐
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生

空
中
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奥
田
英
朗

ム
ー
ン
ラ
イ
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・
イ
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中
島
京
子
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を
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え
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水
野
敬
也

吉
賀
町
立
図
書
館

≪図書館利用状況１月≫

●貸出総数　２３８０冊

●貸出人数　　３２５人

●来館者数　　３５５人

 [ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日

・３月２７日（水）図書整理休館日

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前に設置

今
月
の
本
の
紹
介

≪ベスト・リーダー！１月≫

　　書　　名　　　　　　著　　者　　　

　「台北アセット」　　　今野　敏　著

　「絡新婦の糸」　　　　中山七里　著

　「ウミドリ」　　　　　梶永正史　著

　「天神参り」　　　　　山本一力　著

　「一億円の犬」　　　　佐藤青南　著

図
書
室
だ
よ
り

　

春
分
の
日
。
こ
の
日
を
境
に
、
昼
が
少
し
ず
つ
長
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
も
さ
か
ん
に
活
動
を
始

め
、
季
節
は
こ
の
日
か
ら
春
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
寒
い

冬
を
終
え
、
コ
ー
ト
を
脱
い
で
体
も
心
も
軽
く
な
っ
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
こ
ろ
。
自
然
と
足
が
外
に
向
き

ま
す
。
風
も
心
地
よ
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ

ち
こ
ち
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
自
分
の
体
力
を
考
え
て
、

楽
し
む
感
覚
で
参
加
し
て
も
い
い
で
す
ね
。
又
、
グ
リ

ン
ピ
ー
ス
や
春
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
が
お
い
し
い
季
節
で
す
。

た
ら
の
芽
や
ふ
き
な
ど
の
山
菜
も
豊
富
に
。
い
ろ
い
ろ

な
野
菜
を
煮
物
や
サ
ラ
ダ
な
ど
に
し
て
ど
ん
ど
ん
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
ま
し
ょ
う
。

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

図書だより
町立図書館・柿木公民館

【
ご
挨
拶
】

　

昨
年
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を
２
回
開
催
し
、
親
子
読

書
の
講
演
会
や
恒
例
の
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ

ア
ー
、
夏
休
み
の
読
書
感
想
文
教
室
、
音
楽
と
朗
読
を

一
緒
に
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

き
ん
祭
み
ん
祭
柿
木
会
場
で
は
移
動
図
書
館
車
み
た
い

号
で
臨
時
に
図
書
館
窓
口
を
開
設
し
地
域
の
皆
様
に
も

Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
４
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
ク
リ

ス
マ
ス
の
お
楽
し
み
会
も
久
々
に
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
魅
力
的
な
本
や
イ
ベ

ン
ト
活
動
で
多
く
の
方
に
親
し
ま

れ
る
図
書
館
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
の
寄
贈
】

　

今
年
も
「
も
っ
た
か
花
園
」
様
よ
り
シ
ク
ラ
メ
ン
の

花
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な
鉢
に
綺
麗
な
花
が
咲

き
、
と
て
も
華
や
か
で
す
。
玄

関
と
雑
誌
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
に
置

い
て
い
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き

心
を
和
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

月 火 水 木 金 土・日
島根県議会定例会【112CH】 体操の時間 受付時間 １ ２・３

島根県議会定例会本会議の模様を生中継
◆放送日時◆ １０：００～
３月１日・４日～６日・１４日
島根県ケーブルテレビ協議会
【１１２ｃｈの視聴方法】

 リモコンの “11” を押しチャンネルを111chに合わせた後
チャンネルボタンの  “上矢印 または ＋ ”を１回押す

月曜日～金曜日
６：００～９：００
１５：００～１７：００
体操番組を放送！
テレビの前で

体を動かしましょう

サンネットにちはら
Tel 74-2099
Fax 74-2667

平日　8：30～17：15
（土・日・祝は閉庁）
緊急連絡先

セコムコントロールセンター
Tel 0852-28-0016

9：00
◎世界の銘醸ワイン
フランス・ブルゴーニュ地方
大手ワインスクールの副校
長を務める講師がワイン
を解説します
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース・サンネット終了後

かのあし安全安心だより

県議会中継【１１２CH 】 

４ ５ ６ ７ ８ ９・１０
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編２月放送分
　

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●川上栄治の益田旅

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも 
　 ～最後の国鉄型特急～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！

9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース・サンネット終了後

こころもからだも満たす島根観光
～ご縁も、美肌も、しまねから～

県議会中継【１１２CH 】 

１１ １２ １３ １４ １５ １６・１７
9：00
◎令和5年度
古代出雲文化シンポジウム
『出雲国風土記』を
読み解く
パネルディスカッション
１０：００
◎消費者ネットしまね
　  講演会

9：00
●キャンプに行こう！

9：30
●日本遺産さんぽ
9：45
●サンイン４rin 
　 

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎世界のチーズを楽しむ
　カマンベール
長きにわたりチーズの奥深さ
や楽しみ方を精力的に発信
し続けている講師が、歴史と
美味しさの秘密を語ります
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

県議会中継【１１２CH 】 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３・２４
9：00
◎森鷗外生誕記念講演会

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●川上栄治の益田旅

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも ～最後の国鉄型特急～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！

9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

吉賀町議会中継【１１２CH 】 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０・３１
9：00
▲あいこい交流文化祭

9：00
●キャンプに行こう！

9：30
●日本遺産さんぽ
9：45
●サンイン４rin 

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
▲令和5年度
古代出雲文化シンポジウム
『出雲国風土記』を
 読み解く

6：00
●ニュース
　サンネット

津和野町議会中継【１１２CH 】 

特別番組 町議会中継（１１２CH ) サンネット LINE 公式アカウント

【３月１１日（月）放送】
消費者ネットしまね講演会
「カモリズム社会」を
生き抜く３つの方法
講師  夏原 武  氏
2023年12月9日（土）
県立大学浜田キャンパス

【３月１８日（月）放送】
森鷗外生誕記念講演会
鴎外と俳句-『小倉日記』を中心に-
講師  北九州市立文学館
　　  館長　今川 英子  氏
2024年1月20日（土）
森鷗外記念館

【３月２５日（月）放送】
あいこい交流文化祭
町内１０の個人・団体による
ステージ発表の模様を放送
2024年2月25日（日）
旧左鐙小学校体育館

吉賀町議会３月定例会
町長施政方針・一般質問
３月１８日～２１日
津和野町議会３月定例会
町長施政方針・一般質問
３月２５日～２８日

字

字

字

字

 番組情報などお届けします！
 ぜひ友達登録をお願いします！

特

特

特

特

特

字

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特  3 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２４
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　１月２日、真田グラウンド“よしかみらい”にて「吉賀町新春サッカー初蹴り会」を開催しました。

　今年１年間の健康と活躍を願い、また、気持ちのよい初汗を流そうと毎年開催しています。新年

早々の開催にもかかわらず、たくさんのサッカー愛好者が参加し、初汗を流しました。

　参加者からは「帰省している同級生と久しぶりにサッカーができてうれしい」と言う声や「違う

世代の人とサッカーができて楽しい」などの声があり、新年から笑顔でサッカーボールを追いかけ

交流を深め合いました。

　地元に古くから伝わる神様の化身がモチーフのゆるキャラ【ごんごんじい】も駆けつけてくれ、

熱い応援で会場を盛り上げてくれました。

　プレー後には、“田丸おもてなしの会”の皆さまから温

かいおしるこを振る舞っていただきごちそうさまでした。

　ご参加いただいた皆さま、ご協力いただいた皆さま、

ありがとうございました。

トピックス
話題・できごと・投稿

吉賀町新春サッカー初蹴り会　
（吉賀町サッカー連盟）

新春神楽が開催されました　　
（白谷神楽社中）

　１月２日にふれあい会館において４年ぶり１０回目となる新春神楽を開催しました。当日は寒い

中ではありましたが、３００人を超える観客が見守る中、三谷神楽社中とともに全７演目を披露さ

せていただきました。また、１月１日に発生した令和６年能登半島地震で被災された地域の一日

も早い復興となるよう受付会場にて募金箱を設置したところたくさんの

方々にご協力いただき、集まった募金額５０, １８５円は、１月２２日

に吉賀町役場総務課に引き渡しを行いました。

柿木中学校昭和２９年卒業生の８５歳の集い　　
（東京吉賀会　友重様より）

　１１月１０日（金曜日）柿木中学校昭和２９年卒業生の８５歳の集いを約５０名の同級生のうち

１３名が参加し、盛大に開催しました。参加者からのコメントを紹介します。

「クラス会は有名な温泉とか？ホテルとかで開催するという発想でしょうが、やはり中学を卒業し

た地元で開くことが最高にいいです。何しろ懐かしいということに尽きると思います。地元のもの

を食べ、懐かしい同級の顔を見ることが一番いいことです。あのわ

んぱくな子が老いた顔を見せる、また、あんなになったとか。楽し

いことです。」

　私たちはもう８５歳になり、あとがありません。お互いに声を掛

け合って、米寿を目標にまた同じ場所で再開を誓いました。まだま

だ続きます。
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《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

明
治
期
よ
り
昭
和
初
期
相
当
は
某
各

地
方
に
於
い
て
も
書
簡
等
が
時
に
需
用
に

應
じ
て
代
筆
書
写
が
必
要
。
尚
且
つ
、
重

要
視
さ
れ
是
等
を
副
業
と
な
す
も
傍
ら
町

内
注
連
川
曹
洞
宗
泉
流
寺
下
に
、
モ
ク
セ

ン
（
黙
仙
）
と
銘
々
号
す
基
々
画
業
を
生

《
寄
稿
》

昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

昨
年
３
月
に
支
店
が
、
12
月
末
を
も
っ

て
本
店
が
…
93
年
余
続
い
た
町
内
屈
指
の

書
店
が
店
を
閉
め
ま
し
た
。
創
業
が
昭
和

５
年
と
い
う
永
い
歴
史
の
中
で
書
籍
、
文

房
具
、
事
務
器
桟
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
等
々

取
り
扱
わ
れ
て
い
た
書
店
で
す
。
そ
し
て

何
と
言
っ
て
も
町
内
の
小
中
学
校
、
高
校

の
教
科
書
の
取
次
店
と
し
て
の
役
目
を
担

い
、
少
な
か
ら
ず
学
校
教
育
の
発
展
に
寄

与
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
事
は
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
父
の
代
か
ら

70
年
余
、
お
世
話
に
な
り
、
数
々
の
出
来

事
が
頭
を
甦
り
ま
す
。

　

教
科
書
が
ま
だ
有
償
だ
っ
た
頃
、
注
文

か
ら
仕
分
け
販
売
と
現
在
の
方
法
と
は
全

然
別
も
の
と
し
か
思
え
な
い
様
な
や
り
方

で
、
苦
労
も
今
と
は
何
倍
も
大
変
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
で
は
小
中
学
校
の

教
科
書
は
無
償
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
校

（
吉
賀
と
津
和
野
）
は
ま
だ
有
償
で
す
か

ら
、
事
務
仕
事
だ
け
で
も
大
変
な
労
力
の

よ
う
で
す
。
先
々
代
無
き
後
、
兄
弟
で
懸

命
に
盛
り
立
て
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
お

兄
さ
ん
も
、
姉
さ
ん
も
体
調
を
崩
さ
れ
、

先
代
も
若
く
し
て
旅
立
た
れ
、
文
具
も
雑

誌
な
ど
も
他
店
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
手
に
入
る
時
代
と
な
っ
て
、
町
の
書

店
の
役
割
も
ほ
ぼ
ほ
ぼ
無
く
な
り
つ
つ

な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
学
校
に
も
、

役
場
を
始
め
町
内
の
公
共
施
設
に
も
様
々

な
事
務
用
品
を
取
次
ぐ
な
ど
、
無
く
て
は

な
ら
な
い
店
だ
っ
た
こ
と
は
、
私
が
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

そ
ん
な
言
葉
で
労
う
し
か
私
に
は
出
来
ま

せ
ん
。
町
の
貴
重
な
灯
が
又
一
つ
消
え
て

し
ま
い
、
私
個
人
と
し
て
も
、
町
民
に

と
っ
て
も
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
数
々
の
思
い
出
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ちょうみんひろば

業
と
成
す
画
家
が
住
し
て
い
た
。
現
に
此

の
画
家
の
作
品
は
間
々
巷
間
で
経
眼
す
る

が
、
取
り
分
け
地
元
氏
神
愛
宕
神
社
舞
殿

の
三
十
六
歌
仙
奉
献
額
絵
も
其
の
一
つ
で

あ
る
。
小
生
の
文
が
発
起
奉
納
者
名
入
り

で
木
版
額
に
納
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

経
年
の
風
雪
等
に
よ
り
風
化
の
途
を
辿
り

惜
し
む
ら
く
は
胡
粉
の
烈
化
ハ
ツ
レ
激
し

く
も
挿
絵
入
り
に
て
此
の
期
、
此
の
地
方

の
文
化
を
も
象
徴
す
る
か
の
様
な
時
代
背

景
が
感
じ
取
ら
れ
極
め
て
顕
著
な
る
作
品

で
は
あ
る
。
又
、
此
の
黙
仙
画
伯
よ
り
画

技
修
得
者
が
数
人
存
命
過
去
に
い
た
。
其

の
内
一
方
は
御
年
１
０
３
歳
に
て
、
近
年

没
す
も
曰
く
に
通
称
「
お
寺
の
下
の
絵
描

き
さ
ん
」
と
称
し
当
時
暫
く
画
家
に
通
い

筆
使
い
を
学
ぶ
と
口
伝
す
。

　

も
う
一
方
は
郷
里
の
先
達
者
で
あ
り
、

此
の
氏
の
描
く
と
こ
ろ
の
「
遊
馬
、
雉
、

山
鳥
主
体
花
鳥
画
」
は
特
に
優
れ
中
で
も

数
頭
の
群
馬
を
配
し
た
巧
み
な
構
図
と
そ

の
配
色
は
見
事
で
今
日
も
印
象
深
く
残
影

す
。

　

ち
な
み
に
氏
は
か
つ
て
の
幕
末
郷
土
の

名
医
で
そ
の
名
を
馳
せ
し
三
宅
雄
仙
の
子

孫
の
方
で
あ
り
、
先
祖
雄
仙
の
所
持
品
、

剣
酢
漿
草
家
紋
入
り
拵
え
脇
差
他
も
継
承

さ
れ
て
い
た
。
是
等
常
々
、
当
節
古
の
氏

の
語
り
が
今
更
な
が
ら
暫
し
蘇
る
郷
里
を

回
顧
す
る
に
事
足
り
る
初
春
の
砌
で
は
あ

る
。

う
事
も
何
年
も
や
り
、
よ
う
や
く
わ
が

家
の
味
に
な
る
。

　

次
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
、
中
々
思
う

コ
ン
ニ
ャ
ク
に
な
ら
ず
錦
町
で
作
る
事

が
あ
り
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い

習
っ
た
事
で
や
っ
て
み
た
。
コ
ン
ニ
ャ

ク
イ
モ
の
乾
き
具
合
、
大
き
さ
に
よ
っ

て
違
い
が
変
わ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

う
し
て
よ
う
や
く
自
慢
の
コ
ン
ニ
ャ
ク

を
作
る
事
が
出
来
る
。

　

大
豆
・
米
を
持
参
し
て
味
噌
加
工
に

参
加
し
て
、
味
噌
も
手
作
り
を
し
て
い

た
、
自
分
が
一
番
幸
せ
で
あ
っ
た
の

だ
。
何
を
し
て
も
失
敗
だ
ら
け
の
自
分

で
あ
っ
た
の
だ
が
、
粘
り
強
く
や
っ
て

き
た
。

　

舅
さ
ん
の
「
習
う
よ
り
慣
れ
よ
」
の

言
葉
、今
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
の
だ
。

何
も
出
来
な
く
な
っ
た
私
に
思
い
出
だ

け
残
る
。

《
寄
稿
》

手
作
り
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

一
月
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
消

え
て
い
た
雪
が
又
降
り
出
し
、
何
度
か

雪
カ
キ
に
お
わ
れ
る
。
杖
の
私
は
ど
う

す
る
事
も
出
来
ず
見
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
主
人
が
何
事
も
な
く
済
む
事
を
願

い
な
が
ら
見
守
る
。

　

さ
て
、
数
年
前
の
事
だ
が
、
年
内
に

は
わ
が
家
で
は
、
豆
腐
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

モ
チ
を
つ
い
て
新
し
い
年
を
迎
え
て
い

た
。
わ
が
家
で
大
豆
を
作
り
、
そ
の
大

豆
で
豆
腐
は
姑
さ
ん
が
し
て
い
た
の
を

見
て
覚
え
た
。
夏
、
冬
で
に
が
り
が
違
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《
川
柳
》

着
飾
っ
て
出
掛
け
て
み
た
い
ど
こ
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

破
魔
矢
買
い
厄
除
け
に
飾
る
縁
起
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

お
正
月
着
飾
り
美
人
に
目
が
く
ら
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

こ
ど
も
よ
り
親
が
着
飾
る
七
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

霜
の
朝
し
め
飾
り
て
ら
す
初
日
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

老
い
ぼ
れ
も
孫
が
帰
れ
ば
着
飾
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

杖
な
ん
か
意
地
を
は
っ
て
の
飾
り
杖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

ま
だ
ま
だ
よ
着
飾
る
心
忘
れ
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

か
が
み
前
気
合
い
を
入
れ
て
飾
り
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
発
覚
し
て
も
知
ら
ぬ
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

思
い
出
に
手
作
り
の
味
い
づ
こ
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

《
短
歌
》

チ
ェ
ン
マ
イ
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
花
の
咲
く

　
　

ミ
ィ
川
の
向
い
は
ベ
ト
ナ
ム
と
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

め
ぐ
り
来
て
桜
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
み
て

　
　

地
区
の
皆
ん
な
の
元
気
祈
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
み
ど
り

押
切
の
刃
を
研
ぐ
時
の
間
父
母
の

　
　

苦
し
き
農
の
昭
和
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

通
学
路
に
午
前
五
時
半
除
雪
の
音

　
　

子
ら
の
安
全
祈
り
て
響
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原　

常
代

雪
か
ぶ
る
葉
群
れ
の
隅
に
朱
の
見
ゆ
る

　
　

南
天
の
実
の
色
の
鮮
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
１
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

栩
木　

幸
子
さ
ん　
　
　

84
歳　

柿
木

齋
藤　

節
子
さ
ん　
　
　

100
歳　

福
川

山
下　

智
佐
子
さ
ん　
　

81
歳　

六
日
市

齋
藤　

友
幸
さ
ん　
　
　

80
歳　

七
日
市

井
川　

多
美
夫
さ
ん　
　

91
歳　

真
田

長
井　

志
樹
さ
ん　
　
　

83
歳　

六
日
市

三
家
本　

竹
志
さ
ん　
　

75
歳　

田
野
原

西
本　

専
さ
ん　
　
　
　

86
歳　

上
高
尻

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知

ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く

だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢

字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ

い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い

た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

《
俳
句
》

「
獅
子
舞
い
の
足
が
僕
で
す
」
ラ
イ
ン
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

ふ
だ
ん
着
で
し
づ
か
に
食
す
お
節
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

凍
て
つ
く
や
空
気
の
重
き
夜
の
廊
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

物
あ
ま
た
置
い
て
厨
の
あ
た
た
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

三
日
は
や
國
見
の
ご
と
く
手
を
か
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

歳
神
様
ミ
ニ
の
門
松
見
え
ま
す
か　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

裏
町
の
夕
日
の
中
の
寒
の
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

能
登
半
島
大
震
災
や
月
凍
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

能
登
の
揺
れ　

お
と
そ
気
分
の
一
変
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

高
津
川
の
行
手
さ
え
ぎ
る
岩
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

山
々
も
一
雨
ご
と
に
冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

出
生
～
す
こ
や
か
に
～

　 

（
１
月
届
出
）

澄
川　

和
（
な
ご
み
）　

さ
ん

　
　
　

一
浩
・
佳
子
さ
ん
の
子　
　

有
飯

山
下　

莉
槻
（
り
づ
き
）
さ
ん

　
　
　

達
也
・
一
恵
さ
ん
の
子　
　

七
日
市
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